











































































































































































































































































































a 〜 d 式までは、AMS 炭素年代測定値で見るとかなり重なってきてしまいます。です
から、今まで 500 年単位で考えていた実年代について、各型式期が実際にどのくらい
の時間幅なのか、ということを含めて、まず検討するのが大事ではないかと思います。
上層 b から d 式期について、短い時間幅にもかかわらず盛土に多量の堆積土があると





が、やはり三内丸山遺跡などを見ていても、上層 a から c のあたりが、住居の認定に



































































活動している人がいる。2013 年の 3 月に吉田さんとニューヨークに行って、チェルシー
地区のギャラリーで “Arts of Jomon” という展示を見ました。“Arts of Jomon” というの




しているのか、と考えています。一つ思い出すのは、今まで会った “Arts of Jomon” な
どでアートをしている人は男性が割と多いです。ニューヨークで会った人が、なぜ
縄文に関心を持つのかと聞くと、「縄文は Happy で Free」と言います。なんとなくそ
れは男性的な思考で、自分が好きなことをやって Free で Happy な生活ということで、














































2014 年に当時 17 歳の史上最年少でノーベル平
和賞を受賞したパキスタン出身のマララ・ユフス
ザイ。女性の権利が軽視される文化圏において、
女性への教育の必要性を訴える活動を続けてい
る。
1954-3 対話：多様性・持続可能性と考古学
エイヴベリー　Avebury　イングランド南部の
新石器時代の遺跡。世界遺産に指定されている。
新石器時代人像の復元については 114 頁参照。
松本　海外では、イギリスにあります。エイヴベリーの博物館で、新石器時代の人の
復元がマネキンで作ってあり、半分ずつ別々のイメージになっていて、結構洗練され
た復元と、素朴な復元で、二説あります、あなたはどう思いますか、という展示があ
ります。そういう展示が本来はいい展示で、単純にこうですよ、と示すだけではどう
しても静的な展示になってしまって、これを覚えて帰りなさい、というスタンスになっ
てしまいますが、まだこんな可能性があります、これはこういうデータに基づくとこ
う、でもこういうデータに基づくとこういう可能性もありますよ、これらをもっとはっ
きりさせるためにはもっと研究が必要です、というアピールをした方が、むしろ今後
の学問や博物館の未来のためにも、来た人に考えてもらう、参加してもらう展示をもっ
とやっていくべきだと思います。
　安芸さんの最初のご意見ですが、今日は日本が欧米諸国に比べて遅れていることを
示すグラフを出しましたが、実は授業の中では、ディスカッションを３回、学生にし
てもらっています。最初は現代社会の中でジェンダーに関わる問題にどういうものが
あるのか、というテーマでそれぞれレポート書いてもらってディスカッションする。
２回目に、世界各地、現代日本以外の文化のジェンダーについて調べてくるようにと
いって、いろんなところのジェンダーについて学生は調べてきて、それを持ち寄って
話をします。そうすると、イスラム圏、アフリカなどのいろんな地域の状況が集まる
わけです。その中で日本での今のあり方を相対化する視点はできてきますが、ちょっ
と問題なのは、イスラム圏の国に比べれば日本はなんていいのだろう、よかった、で
終わる学生が多いです。確かに比較すれば、何の問題もない、殺されることもないし、
みたいな感じで一件落着となるケースもあって、なかなか難しいです。普遍的な女性
の問題として見るところまでいってくれればいいのですが、日本は世界に比べてマシ
でした、という話になりがちで、そこが難しいところではあります。
羽生　それでも、その普遍的な視点はとても大事だと思います。相対的なものではな
くて、おかしいものはおかしいという、そのコンテクストの中で見る普遍性が問われ
ているわけです。現代のコンテクストで先進国と言われている中で、これはやはりお
かしいというところで見てもらわないと困ります。
松本　それぞれの文化の固有の歴史というのを踏まえた上で、同じ基準でみてあれは
おかしいと言うのはどうかと思いますが、一方で普遍的なコンテクストに応じて何が
いけないのかを考えた方がいい。後は人権感覚でしょうか。基本的な人権感覚を持て
るかどうかというのはありますね。
　ジェンダーに関して、クィア・アーケオロジーに取り組んでおられる光本さんが、
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岡山からわざわざ来てくださっているので、ぜひ感想をお話しください。
光本　順　岡山大学の光本です。松本先生からいろいろと、ジェンダーの話を聞いた
り、クィア・アーケオロジーの話を聞いたりして、今はセクシュアリティに関する授
業を今年、初めて教養教育の中で授業をして、松本先生の授業を聞いた学生が私の授
業にきてくれたり、マイノリティの問題に関心があるような学生がきてくれたりして
います。今、博物館の話が出ましたが、いろんな可能性がなかなか提示できないとい
うのは、学術重視で、批判されない、なるべく人から批判されたくないというような
ところが、日本ではどうしてもあるのではないかと思っています。欧米の博物館を見
ると、社会になにかインパクトを与えたい、博物館の機能として、なにか社会に痛い
ものを残したいというのがあると思いますが、そうしたところが今後何かありうるの
かな、と感じました。それから、いかに考古学が社会と、現代社会と結びつくかとい
う話とも関連すると思いますが、少しずつ、少なくとも大学教育の方では、批判的に
見る見方を育てるというのを私達の方でも、少しずつでもやっていきたいなと思いま
す。常態的な博物館ではできないことは、大学の方が頑張ってやるということも必要
と思いますので、少しずつ変化というのを、作っていけたらなというふうに私は思い
ます。感想で失礼いたします。
男性 B　松本さんに質問です。人間がフィールド、自然に出て行った時に、野生動物
とぶつかった時に、対等に戦える、というのはどの程度の動物を想定していますか？
松本　野生動物と対等にですか？それは、人間側がどういう装備を持っているかにも
よりますが。
男性 B　素手で。
松本　素手ですか？素手では、そうですね。うーん・・・かなり難しいのではないで
しょうか。
男性 B　わたしが聞いた範囲では山猫とやって、勝てるかなあ、という程度らしいで
す。そのぐらいフィールドというのは危険性が多いわけです。ですから先ほどの絵を
見ていても、男が外に行っていかにも簡単にうさぎとかを捕まえてきていますが、あ
れもものすごい労力が必要で危険もあるわけです。そこに例えば女性が出ていっても、
多分、敵わない。そういう実際のパワーというか、狩猟というのは、餌を取れなかっ
たら餓死する可能性もある。そのときに女性、当時、女性男性というのはあまり無かっ
たにしても、やはり費用対効果という意味で、費用というのはお金ではなくて労力と
いう意味ですが、それに対する効果があるはずです。獲れるかどうか、それは人間が
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生きていく以上、絶対に比較しなくてはいけない。いかにも男が外で女が内で、それ
が問題という話がありましたが、あれは理にかなっていると私は思っている。必要で
あれば女性だって外に行ってやると思いますが、そこであんまり、先ほどの絵でもっ
て、今の若い人にジェンダーがどうこうと見せるのはいかがなものかと思います。
松本　「男は仕事、女は家庭」というのは、生活の糧は男が採ってくる、女性はその
経済活動は全くせずに、家で家事と育児だけをしているというのが、いわゆる「男は
仕事、女は家庭」のイメージです。ただ、縄文時代や弥生時代は、女性が経済活動を
全くせず、家事だけをしていたということは、まず考えられないわけです。
男性 B　当然ですね。
松本　食べ物を採ってくるといっても、イノシシに槍を持って飛びかかるというのは
かなり危険ですので、それは男性がやることが多かったと思いますが、動物をとるに
しても、罠猟など色々な捕り方があります。落とし穴などです。さらに、動物以外の
植物質の食料は縄文人の食料の中では極めて重要であって、それは確実に女性もやっ
ていることですので、お父さんが食べ物をとって帰ってくるのをお母さんが家で待っ
ているというのは、やはり誤ったイメージになるわけで、その点を指摘しています。
男性 B　あの絵については、私はそこまで考えることはないと思います。それは共同
ですよ、基本的には。万が一女性が外で怪我したり、動物にやられたりしたとき、男
の方が多分、抵抗力があるから、そういう意味で、学者ではないから私は、一般的な
質問として聞いていますが、やはりある面、女性を保護していた、と思います、現実
には。ただ三内丸山にしても、クリと、ドングリと、まだお米とかはない時代ですから、
もちろん女性でも食べ物をとってきてもいい。海行って貝拾いもできるし、水もそう
だし。ただ生きるということはそんなに簡単なことではないし、戦争もあったと聞い
ているから、そのときに今のジェンダーの解釈の仕方でやると、古代を見誤ってしま
うのではないかと思います。だからああいう絵を見せるときは、もっとたくさんの絵
を見せる、一枚や二枚ではなくて、こういうケースもありますよぐらいにした方が多
分いい。これは一つの意見です。そのぐらい、人間というのはリスクの中に生きてい
る。今はリスクあんまりないです。基本的にはジェンダーというのは今の社会の中だ
けの話です。だからわたしから見ていると、ここは学者の人の集まりだから、これで
多分学問的な積み重ねの上に乗っているからいいと思いますが、私は次の時代、先ほ
ど先生が言ったように、次の時代にどうつながっていくか。例えば屍体の処理なんか
も、別の話になってしまいますが、万が一、直下型地震が起きたときに、東京大阪で
何万人の人をどうやって処分するのかというのがあるわけです。それはもう当然政権
でもかなり調べ始めている。たとえばその屍体処理というのは 10 以上の過程がある
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はずです、書類上で。そういうことを、現実にそういう災害が起きたときにできるの
かと。しかもコンクリですから、埋めるところも多分東京にないから、そういうとき
に考古学から見たときに、そういう状況に対してなんか手を打てないのかなと思って、
まあ今日話を聞いていましたが、それはどうですか。できれば、羽生さんの方がいいと。
羽生　まずジェンダーのところに戻りたいのですが、狩猟を男性がやるか女性がやる
かについても相対的な問題だと思います。民族誌を見ると、小動物は女性が狩猟する
という例は結構たくさんあります。
男性 B　あると思います。
羽生　男性が大きな獲物を狩猟対象にしていて、女性がもう少し小動物をとるという
場合もあります。また、小動物に限らず女性も男性も平等に狩りをするという例も少
ないですがあります。ですから、その社会の中での男女の分業について、それから分
業でない作業についても、一つの要素からだけではなく検討する必要があります。
男性 B　脳の構造が違うといいますね。男は走り回るから、周りの景色から自分のい
る位置を掴む能力が非常にいいんだけども、女性の場合はそれがちょっと・・。
羽生　それはつまり、どこまでが生物学的なもので、どこからが文化的なものかとい
うことですよね。子供の頃からそうやって行動が制限されていたら、それに適応する
ということがあります。そういったことも含めて、次の世代がどういうことになるの
か、直下型地震がきたらどうなるのか、ということはまさにいろいろな分野の人が考
えなくてはならないわけで、当然、考古学者が貢献できることというのもあるだろう
と思います。その際には、プラクティカル（実践的）なところで貢献できるだけでは
なく、ものの考え方が大事です。そのためには、いろいろな分野の人が集まって、様々
な考え方があることをまず知って、そこから議論をするのが第一歩です。
アートル　部屋を出なければいけない時間が来てしまいました。吉田さんなんかまと
めて。
吉田　ある意味スリリングな感じで終わったので良かったと思います。問題は根深い、
しかし反面、これは取り組みがいがあるということだと思います。来年 1 月開催の「さ
よなら、まいぶん」にもみなさんお越しください。
